	

	●○○　第１５１回あすか倶楽部　定例会　●○○
テーマ：私たちの食と農を考える

－フード・マイレージからみえてくるもの－
講　師：農林水産省統計部数理官　中田　哲也氏

日　時：2013年4月20日（土）14:00 ～ 17:00
場　所：トヨタ自動車（株）池袋アムラックスビル６階６０４会議室

	


（１）大きく変化した私たちの食
・食の外部化、簡便化（外食･中食の増加）

・流通の広域化（食料品小売店数の減､郊外型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰの増､ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｰﾄ<食の砂漠>）
・供給熱量の構成変化（米（こめ）の減､畜産物･油脂類の増）
・栄養バランスの崩れ（炭水化物の減、脂質の増）→メタボリックシンドロームが問題化。
（２）食に対する不安の高まり
・食と農の間の距離の拡大→食に対する不安。
・豊かで便利な私たちの食生活は、海外からの大量の輸入食料に依存。
（３）食料自給率→国内の食料消費が、国内の農業生産でどの程度賄えているかを示す指標。
・品目別自給率:重量ベース
・総合食料自給率:食料全体の自給率を示す指標（畜産物は輸入飼料を考慮）。
２つの指標がある→①供給熱量（カロリー）ベース②生産額ベース
・農業総産出額（金額ベース）の内訳－米の減・畜産の増。
・穀物自給率の国際比較（２００９年）－人口1億人以上の国で、日本は最も低い。
・日本の農産物貿易は、輸入に比べ輸出がほとんどないという、いびつな構造。
・日本は世界第5位の農業大国。
（日本や欧米先進国では、農林水産業のＧＤＰに占めるシェアは1～２％程度。）

・日本農業の規模拡大は進みつつあるものの、土地面積では外国と比べると大きな格差。

（４）食料消費構造の変化と食料自給率の変化（日本が食べる物を変えてきたことに起因。）
自給率　1965年73％→2010年39％。（米の消費の減、畜産物・油脂の消費の増）
（５）食料供給面

・世界では、毎年500万ｈａ以上が毎年砂漠化
・世界の栄養不足人口は9億2500万人。毎日2万5千人、6秒ごとに子ども1人が餓死。
・国内農業の動向
→耕地利用率の減・耕作放棄地面積の増。基幹的農業従事者の減と、65歳以上の割合の増。
（６）食べ残しや食品廃棄の量
・日本の食品廃棄物発生量（平成16年）

約1,900万トン→日本の米生産量の2倍以上。世界の食品援助量の約3倍相当。
→日本の食生活の改善必要。「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ（もったいない）」

（７）地球とつながる私たちの食―私たちの食生活が地球規模の環境や資源に与えている負荷
①海外に依存している作付面積は国内耕地面積の2.5倍以上
②日本の仮想投入水総輸入量－日本国内の年間灌漑用水使用量を上回る。

③船舶等での輸送による温暖化効果ガス排出量増による温暖化への影響。

（８）フード・マイレージ

・イギリスの“Ｆood Ｍiles” 運動
「なるべく近くで取れたものを食べることにより、食料輸送に伴う環境負荷を低減。」
・食料の輸送量×輸送距離。単位：ｔ・ｋｍ（トン・キロメートル）
・食料の供給構造を物量とその輸送距離により把握。
食の安定供給、安全性の確保。「食」と「農」の間の距離の計測。

食料の輸入が地球環境に与える負荷の把握。
・輸入食品のフード・マイレージ

日本は主要国中で圧倒的な大きな数値（900,000百万ｔ・ｋｍ）（2001年）。
→米を食べなくなり、畜産物（飼料穀物）・油（大豆等）の消費が増えたため。
・地産地消（スローフード・ロハス）－「輸送に伴う環境負荷を減らす」面でも有益。

・フード・マイレージの限界

輸送機関による環境負荷の違い。

輸送に限定された指標（生産・加工・消費・廃棄面での環境負荷は考慮せず。）
・フード・マイレージのメリット

日々の食生活が地球環境とつながっていることに気づくヒントに
（９）私たちにできること・・「日本型食生活」の実践を

ご飯や野菜をしっかり食べて脂質を控えめに、さらに地産地消・旬産旬消費に心がければ・・。

→メリット①栄養バランスが改善し健康な体に②結果として食料自給率の向上に③さらに地球環境への負荷を低減④未来の循環型社会の構築
（10）所感
・栄養バランス・食料自給率・フード・マイレージ（地球環境への負荷）の全てが「米を食べなくなり、畜産物・油脂類が増えた」等の食生活の変化に起因している。
日本型食生活を取り戻すとともに、食べものの産地や生産者のことに想像力を及ぼすことの重要性を認識し、一人ひとりが実践していくことが望まれる。
以上
報告者　30期　上野　克彦
